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fsolveの課題
file:/Users/bob/Github/TeamNishitani/jupyter_num_calc/fsolve

https://github.com/daddygongon/jupyter_num_calc/tree/master/notebooks_py

22/10/14 チーム⻄⾕滋⼈ 40009 ⻄⾕滋⼈ 
関数  の解を⼆分法(bisection)とNewton法で求めて，収束性を⽐較する

準備

関数のdefと微分，plotで確かめておく． plotには，matplotlib.pyplotを使う．また， 数値計算

に向いたlibraryのnumpyを⼊れておく． 数式処理での微分のためにsympyを⼊れておく．

関数の微分は以下の通りにできる
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plotのdataはnumpyで⽤意する． その際に，exp関数としてnumpyのexp関数を使わないとエラ

ーがでるので，def内ではnp.expと明⽰している． 関数によっては解の範囲x0,x1を変更しなけ

ればならない．

exp(−x) = x
2
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pythonが⽤意している標準的な解法によって解(x0)をえておく． fsolveはarray構造を返すの

で，値として取り出すために[0]を指定している．
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bisection法
⼆分法(bisection)での解． list_bisecというarrayを⽤意しておき，それに値を追加(append)し

ていく．
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newton法

list_newtonに追加していく．
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plot
bisection法とnewton法による収束の様⼦をplotする． plt.yscale('log')でy軸を対数⽬盛りにす

ると⾒やすい．
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Newton法の⽅が圧倒的に速く正しい解に収束している．例えば，⻘線で⽰した分割(bi section)

法では，ステップ数が0回から五回になるにつれて， から 程度にしか正解に近づいて

いない． しかし，⾚線でしましたNewton法では⼀度のステップで⼀桁から２桁精度が上がっ

ている．
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